
 
 

 

 
  

１０月２５日(金)、第１回安足地区ふれあい学習研修会（安足地区社会教育主事ステップアップ研修 兼 第

１回社会教育主事有資格者・地域連携教員ネットワーク研修）を安蘇庁舎を会場に開催しました。当日は、

管内小中高等学校の社会教育主事有資格者、地域連携教員を中心に３０名の参加者がありました。 

  研修は、足利工業高等学校定時制教頭・国立教育政策研究所フェローの井上昌幸氏を講師にお招きし、「地

域とともにある学校づくりをするために～有資格者に求められること～」 

と題して、講話・グループ協議を行いました。講話では、「なぜ学校と 

地域の連携・協働が必要なのか」、「学校づくりから地域づくりへ」、 

「地域連携教員の活動状況」、「有資格者に期待されること」といった 

内容を基に、調査データや事例を紹介しながら、具体的に分かりやすく説 

明をしていただきました。また、グループ協議では、「地域連携で期待さ 

れる効果は」や「地域とはどこを指すのか」といったテーマで意見交換を 

行い、参加者も積極的に自分の意見を発言し、盛り上がっていました。 

 

 

 

 
 

１１月２８日（木）に第２回安足地区ふれあい学習研修会（安足地区地域連携教員研修、第２回社会教育

主事有資格者・地域連携教員ネットワーク研修、安足地区地域教育コーディネーター養成研修③）を足利市

民プラザを会場に開催しました。当日は、管内小中高等学校の地域連携教員を中心に１０５名と多くの方々

に研修に参加していただきました。 

研修は、とちぎ市民協働研究会代表理事の廣瀬隆人氏をお招きし、「地域学校協働活動の推進に向けて～

地域づくりの中で自分の果たす役割とは～」と題して講話・グループ協 

議を行いました。講話では、各学校で今後進めていくことが求められて 

いる「コミュニティ・スクール」、「地域学校協働活動」について、そ 

の立ち上げに向けて核となるようなお話を聞かせていただきました。ま 

た、グループ協議では、具体的に自分の立場で何ができるかといったこ 

とを考えました。参加者の感想には、今まで他人事として考えていた 

「コミュニティ・スクール」を自分のこととして考え、今後、自分の学 

校の教員とも連携しながら真剣に考えていきたいといった意見もありま 

した。 

 

 

 

 

日時 令和２(2020)年１月３０日（木） １３：１５～（受付 １２：４５～） 

会場 足利市民プラザ西館（小ホール） 

内容 講話「子ども達の健やかな育ちを支える地域の力」 

      ～子どもの主体性や自己肯定感を高める大人の関わりとは～ 

   講師：国立青少年教育振興機構青少年研究センター 研究員 大嶋 尚史 氏 

  グループ協議 

 
（敬称略・順不同） 

本年度も夏休み期間を利用し、宇都宮大学で社会教育主事講習が約１ヶ月にわたり実施されました。安足
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お知らせ どなたでも参加

できます。詳細は安

足教育事務所のホ

ームページを御覧

になってください。 

安足地区ふれあい学習ネットワーク 



地区からは１２名の方が受講し、新たに社会教育主事有資格者となりました！ 

 

佐野市立犬伏小学校 

大島 崇裕 
「社会教育」について、何も知らなかっ

たことを痛感し続けた毎日でした。講習を

通して、「つながり」という言葉が何よりも

心に残っています。学校、地域、社会にお

いて、人と人とのつながりをつくっていく

ことがどれだけ大切なことなのか理解する

ことができました。社会教育について学ん

だことで、自分自身の視野が大きく広がっ

たと感じています。貴重な学びの機会をい

ただいたことに感謝し、今後に生かしてい

きたいと思います。 

佐野市立犬伏東小学校 

若田部 晶子 

社会教育とは何か、「社会教育的」とはど

のようなことを言うのかを学び考える３週

間でした。今まで知らなかったことを学べて

勉強になりました。これからの学校教育の中

で学んだことをどのように生かせるか、まだ

明確になっていませんが、自分にできる範囲

で生かし、地域と学校をつなぐことができれ

ばと思っています。貴重な機会をいただきあ

りがとうございました。 

 

佐野市立田沼小学校 

黒澤 明暢 

今回の講習の中で、社会教育的な見方・考

え方を学んでいくうちに、身の回りのことを

別の視点で見るようになっていく感覚に驚

きと面白さを感じました。また、今までの人

生を振り返り、自分自身の成長に社会教育が

大きく関わっていたことにも気付くことが

できました。人が幸せになるためには、「つ

ながり」が必要である。様々な先生方と２１

日間過ごし、講習自体が、「つながり」をつ

くる社会教育そのものを体現していると感

じました。 
佐野市立吉水小学校 

鈴木 理恵 
講習を通して「社会教育」という視点で

これまで自分がやってきた活動や、地域で

行われている実践をじっくりと考えること

ができました。そして、人と人の「つなが

り」はもちろんのこと、学校と地域がより

連携を深め、お互いにとって有益となるよ

うな「つながり」を作っていくことの必要

性を強く感じました。今後、この講習で学

んだ知識を学校や地域に還元できるように

「社会教育的視点」をもって活動していき

たいと思います。 

佐野市立城東中学校 

大嶋 信一 
 「社会教育」という言葉はなんとなく知っ

ているが、言葉で説明することはできない。

といった状態で講習に参加し、不安がありま

した。多くの人の支えがあり、少しずつ理解

を深めることができ、結果として「社会教育」

を言葉で説明するには、いろいろあり過ぎて

言葉が足りない。でもすごく身近にあった。

といったことがわかりました。講習を生かし

てまずは身近な地域活動から参加していこ

うと思います。 

足利市立毛野小学校 

萩原 葉子 
社会教育主事講習では、つながりの大切さ

を学ぶとともに、学校に戻ったときの自分の

役割や関わり方について考えさせられまし

た。社会教育的視点を持った教員の一言から

ボランティアや活動のきっかけになること

があるという事例を聞き、有資格者として学

校教育の場にいるということの意味や重要

さを感じました。講習で学んだことを大切に

しながら、これからの自分の教育活動に活か

していきたいと思います。 

足利市立葉鹿小学校 

中山 太平 
本講習を終え、自分の中で大きく変化し

たものはものの見方だと実感しています。

人とのつながりが希薄化していると言われ

る現代社会ですが、人が幸せになるために、

いかに「人とのつながり」が重要であるか、

再確認をすることができました。そして、

教員という職業が、未来の地域の担い手で

ある子ども達を育てる職であるということ

を自分自身、念頭におき、今後の教育活動

に携わっていきたいです。 

足利市立毛野中学校 

齋藤 秀則 

社会教育という言葉にピンとこないまま

不安を抱えつつ講習に参加させていただき

ました。様々な先生方からご指導、講義を受

け、今までとは全く違う視点での考え方を学

びました。学校現場にいるだけでは気づく事

ができない貴重な機会だったと思います。自

分にできることから始めようと思い、地域の

行事等に微力ながら関わるようになりまし

た。この講習で学んだ事を大切にしながら、

教育活動に携わっていきたいと思います。 

足利市立山辺中学校 

遠藤 浩介 
今までで、最も印象に残る講習でした。講

師の先生の貴重な話が聞けたことはもちろ

ん、一緒に受講した仲間同士の絆も深くなり

ました。また講習で「なぜ教育を行うか」な

どを考えることができ、教師としての視野が

広くなりました。そして、改めて自分の住む

地域の良さは何か、考えるようになりまし

た。人生観や教育観を揺さぶる、とても貴重

な講習でした。 

 

足利市立協和中学校 

長沢 泰宏 
この講習を受講して、広い視野で教育や

社会、人とのつながりについて考えること

ができるようになりました。以前の私は正

直、地域や人と人との「つながりづくり」

という視点をもっておらず、学校に来てく

ださる地域の方に対しても変わった方だな

と思っていました。しかし、現在では宝の

ように感じます。講習では、人と人とはつ

ながることによって、より幸せになること

ができることを学びました。学校が地域の

核としてつながりづくりをできるように頑

張っていきたいと思います。 

県立佐野高等学校付属中学校 

石塚 弘幸 

社会教育主事講習を終えて、学校教育の視

点だけでなく、社会教育的な視点を持つこと

ができるようになりました。人と人とをつな

ぐことにより今ある社会問題を解決し、地方

創生の一助になること、そのためには学校と

地域をつなぐ必要性があることを学びまし

た。また普段知り合うことのできない多くの

出会いもありました。この講習で学んだこと

をこれからに活かしたいです。 

 

県立足利中央特別支援学校 

福地 俊明 

「人とのつながりをどう作るか」社会教育

主事講習での講師の言葉が強く心に残って

います。地域には、人材、施設、名所名産な

ど様々な資源があります。子どもに対してそ

れらを活用し、地元のどんな人に出会わせ

て、何に感動させていくかを考えていく、そ

こに社会教育の面白さを感じました。子ども

たちが、自分の生活する地域が心地よい場で

あると感じられるように、つながりを実感で

きる取組を充実させていき、地域の中で成長

し大人になっていくきっかけを多く作りだ

していきたいと思っています。 

 

 

 

 

 

 

栃木県教育委員会事務局 

安足教育事務所ふれあい学習課 ０２８３－２３－１４７１ 

☆ 学習テーマ例 
参加体験型学習のポイント 

人権感覚を高めよう 

子どもへの接し方 

親子のふれあい 

自分の考えが生かされるとき 

学校支援ボランティア 

☆お電話お待ちしています

こんな場面で支援します！ 

家庭教育学級・親子学習・保護者会・就学時健康診

断・PTA 研修・現職教育・企業研修 など 


